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本書はリグニン学会の情報発信の一環として、リグニンに関する学術および科学技術、すな
わち化学、組織化学、物理特性、生化学と分子生物学、利用技術、分析技術などについての
知見を取りまとめたものである。リグニン科学分野のみならず、広くリグニンに関わる諸分
野の研究者および技術者、大学院および大学学部および高等専門学校学生等の参考に資する
ことを目指した。
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本書はリグニンに関する諸科学、すなわち化学構造、

組織化学、物理的性質、化学反応性、生化学と分子生物学、

生理機能、利用技術、試料調製と分析技術などについて

主に1980年代から2024年頃までの知見を取りまとめた。

リグニンは、維管束植物に特徴的な成分としてその

生育と世代交代を支える重要な芳香族高分子化合物であ

る。生命科学や情報科学などの関連分野の長足の進展と

相まって維管束植物におけるリグニンの種々の精緻な化

学構造や生理機能が近年次々と明らかにされるなど、リ

グニンの科学も関連諸分野への展開を含め、まさに新

時代を迎えている。さらに、リグニンはセルロースや

ヘミセルロースと共にリグノセルロースの主要成分とし

て維管束植物の二次細胞壁の主体を成しており、地上で

最多量蓄積している芳香族資源である。そしてリグニン

はさまざまな機能性材料の素材として展開可能な多くの

ポテンシャルを有しているにもかかわらず、リグニンの

高付加価値利用は大規模社会実装に至っていない。再生

可能資源エネルギーに依存する社会の構築に向けて、バ

イオマス資源としてのリグニンの植物による持続的生

産とその利用に関する本格的な社会実装を達成するため

には、関連する課題を学術的に解決することが必要不可

欠となってきた。これらの状況に鑑み、過去 60 余年の

歴史と関連情報の蓄積を有するリグニン討論会を母体

に、2018 年 11 月リグニン学会が発足した。ここで、学

会設立の主な動機として、ボランティアとしての世話

人が運営するという従来の討論会の体制では情報発信

などに対する責任が不明確であるという課題が強く認

識されるに至ったことが挙げられる。そこで、リグニン

学会では、リグニンおよび関連化合物に関する新規情報

の集約と関連分野全般への発信を目指して、本書の出版

事業を推進するとともに、年会（リグニン討論会および

International Lignin Symposium）やセミナー（リグニン

学会特別セミナー）の運営、他学協会との連携、学会誌

（Lignin）の出版、会員の表彰などを進めてきた。リグニ

ンを専門に扱う研究者はもとより、主たる専門としてリ

グニンを扱ってはいない研究者、技術者、学生にとって

多大な時間を要する、実際的には極めて難しい作業と考

えられる。そこで、このような情報発信をおこなうこと

がリグニン学会の責務の一つであるとの認識の下で編ま

れたのが本書である。さらに、生成 AI（人工知能）に

頼った情報取得が一般的となりつつある昨今、AI によ

りもたらされる情報の信憑性の検証が極めて重要な課題

となっている。この検証に資する確固たる情報の提供と

しても本書が役立つことを期待している。
（本書「はじめに」より）
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